

























































理の対象となる文字列 (日本語 ・英数記号 ・その他)の文書データを入力
装置で 2値化という量子化処理を行ない，文書画像という形態でデータが
入力される。この入力装置としては，現在，最も多く使用されているもの
はCCD(Charge Coupled Device)方式を採用した イメ ージスキャナや
ファクシミリなどが代表的である。





















fl j(x， y)主 lのとき














図 3. しきレ値Zによる 2徳化
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図4. 漫liヒストグラムと双段位
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ここで， ()は， 2つの正規分布が合成される割合である。つまり，式 (4)の
極小を与える点をしきいイ1とする万法である。その他を求めるためには，先
ず近似曲線の確率分布 ρ(x)の平均 (μ)と分散ポは，それぞれ
μ= fx山 )dx=8J1.1+(lー仰 2 ・ ・ ・ ・ (5) 













「…一…-Jhet-physics / edit~d by Petr W. aawkes. 
Vol. 66. --Orlando， Fla. : Academic 
Press， 1986. 

















































1.Shinraiset no bunpu to tokel al.lchida.Takashl 



















































(1) PASS-1; 1 byte 単位の切り出し





(2) PASS-2; 1 bit単位の切り出し















の構成要素を 1文字ごとに分総 ・分割 ・切り出された処理結果について，













































































先ず，切り出し結果の長方形を Box(xo， Ye， XI， Y.)という 4つの配列に
設定して，以下のアルゴリズム含実行する。














































を C={CI，…，Cn} (ただし.η は l薗面中に切り出された長方形の数を示










ρ間 (Cj，SI )=0 1 
t(削(CJ，s2)=Ø.5 ~ …・…・…・・…・… H ・H ・-……(8)
ρ似 (Cj，s3)=0.SJ 
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問答目録カ ードの認識システムにおける自動文字切り出し法






































くp-fx/4 + 3 
及び





ZP!2 -1くPくZP!2+ 1 
(a)半角ー下向
日口口E口口









dl=dz 2つの長方形のピッチ (p)が全角のピッチ (ZP)より大きい場合，
=da=Oとして処理すればよし、。
の時 め=1:図 1の (a)が成立半角一半角① 
図 1の (a)が不成立の時 め=o
d2=1 :図 11の (b)が成立の時半角一全角② 
図 1の (b)が不成立の時 d2=O









:図 1の (b)が成立の時全角一半角@ 
図趨目録カ ー ドの認識システムにおける自動文字切り出し法
⑤ 全角一全角 :図 11の (d)が成立の時 d2=1 
図 11の (d)が不成立の時的=。
@ 全角一全角の一部 :図 11の (e)が成立の時 d3=1 
図 11の (e)が不成立の時的=o
⑦ 全角の一部一半角 :図 11の (c)が成立の時 dl=1 
図 11の (c)が不成立の時 dl=。
⑧ 全角の一部一全角 :図 11の (e)が成立の時 d2=1 
図 11の (e)が不成立の時 d2=。







U'(C;， S，)=己主;dt×が削(C;-I，Si) …………………(10 ) 
U"(C;， SI)=maX dixρ{剖(CJ+l，sd…………………(11 ) 
':oi:03 









































編集 ・修正処理エデイ Fの画商機成図(a) 
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る。このエディタの画面構成は， 図 13の (a)に示すように， A画面 :文
字切り出しの全画面の表示， B画面:現在編集中の項目名及びエディタの























ヒス トグラム図 14で、求めた a，b， Cの値から修正のためのマスクを次の
ように求める。
① b=c マスク=cC図 14の (a))






















V(x)=h(x-l)ー2h(x)+h(x + 1)……...・H ・..……(14) 
で与えることができる。図 15において
h(x)く T1 かつ V(x)>Tz….・ H ・...・ H ・..…(15)















フォーマッ トデータ シートに記述 ・印刷し，限定された文字種の場合のみ
である。しかし，認識の対象となる文書データが，不規則・不定形式のフォー
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図書g録カードの認滋シλテムにおける自動文字切り出し法
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